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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
・7/4～8/26 東北メディカル学院のOT実習生の研修あり。

・菅原AOMは6/28より火～金曜日AMは作業療法室業務に入ることとなりました。

・疾患別診療計画書の作成はアップロードまでを7/15までに！(スタッフ名は青陽館スタッフ全員を記載、意向聴取者は精神保健福祉士2名のみの記載)

＜利用者様情報＞
デイケア
・赤石　陽介様～　　　本日、送迎利用で来所しているが、到着直前に3日前より発熱が有ったと送迎スタッフに報告がある。送迎スタッフが詳細を確認したところ、２日（土）の朝方に悪寒を感じて検温したところT38.0℃、3日（日）でT38.8℃、4日（月）でT37.9℃と発熱が続いたとの事。
本日はT36.9℃と解熱しているがカロナールを飲んで来所しているとの事。状況を管理者に伝え、車内で抗原検査を実施。10：26分実施、10:36分陰性確認し感染症担当管理者に報告。Pt.の今週中の利用は控えて頂き、Pt.及び送迎担当スタッフの健康状態の観察を行うように指示あり。Pt.は送迎にて帰宅して頂いている。上記情報を母様へも情報提供しているる。
・番沢　政勝様～　　　12:05分、他利用者様よりPt.が嘔吐しているとスタッフに報告あり。スタッフがその場に駆け付けると、嘔吐後であり個室に伏せている。スタッフへの受け答えは可能で12：00頃にお茶をのんだら急に強い吐き気に襲われたとの事。現在の症状は目の奥がグルグルし、ふらつきが強いとの事。バイタル測定しBP110/60ｍｍHｇ　Ｐ60回/分　Ｔ３６.5℃　状況をグループホーム世話人に情報提供している。状況から熱中症の可能性も有る事が考えれら内科受診を行う事となり13:40分世話人様同伴で帰所している。
・赤間　健太様～　　　性別：男性　年齢：32歳　診断名：中等度知的障害
　　　　　　　　　　14:30～15:00北病棟 澤田Ns同伴で見学を実施。青陽館概要について紹介している。これまでデイケア通所の経験は無いが、以前にB型就労継続支援事業所に通っていた際に仲間がデイケアに通っていた話を聞いていて、デイケア参加に興味を持ったことを話している。現在、北病棟に入院中であるが自宅への退院(独居)を予定しているとのこと。ストレスへの対処が上手く出来ず体調を崩し入院となってしまったこと、今後ひとり暮らしをしながら就労を目指していきたいことを話している。本人様に合っているプログラム例をいくつか紹介し、入院中に是非体験利用をして頂きたいことを伝えると体験利用を希望され興味のあるプログラムの多い金曜日の参加を希望され7/8(金)終日参加予定としている。当日は9:30までには来所していただき、昼食時は病棟に戻る事としている。
ショートケア
特記事項は有りません。
デイナイトケア
・古舘　正行様～　　　昼食開始5分程した際に、胸の辺りが痰が絡んだようにゴロゴロしている様子が見られ、その直後喀痰を排痰している。嘔吐は無く、その後もしばらく痰が絡んだ様な咳をしており、透明な唾液用の喀痰を数回排痰しているが40分程で落ち着いている。服薬は吐き出す事無く服用することが出来ている。昼食はほとんど不食であり、全体の1/4以下の摂取である。13時50分スタッフへ「治った。」と自ら声掛けしている。
